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●主な内容

平成22年 如月

２
２月１日現在人口・世帯数（前月比）
総人口44,626人（+66）　男22,377人（+35）　女22,249人（+31）・世帯数15,785世帯（+46）

P ２　地域の「宝」をまもるため

P ６　つくばみらいNews ！

P ８　未来に羽ばたけ新成人　

　　　　～拝啓　未来の私へ～

P 10　市内の出来事

P 11　みんなのみらい　みんなの一票で

　　　　～市長選挙・農業委員会委員一般選挙～

P 15　聴かせてください！あなたの意見

P 16　保健だより

P 20　いっしょに汗を流そうよ！ No.47

　新成人となった市民477人を祝福する、つくばみらい市成人式が１月
10日、市総合運動公園体育館において盛大に開催されました。
　当日は、振り袖、スーツ、羽織はかまなどに盛装した多くの新成人が、
大人としての決意を新たにしました。（関連ページ８～９Ｐ）

晴れやかに大人へ一歩

広
報
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特集：地域の「宝」を守るため

後
を
絶
た
な
い
子
ど
も
へ
の
犯
罪

市
内
で
の
不
審
者
情
報

　
子
ど
も
を
狙
っ
た
事
件
が
全
国
で

多
発
す
る
中
、
県
内
で
も
平
成
21
年

中
に
県
警
本
部
に
寄
せ
ら
れ
た
、
子

ど
も
に
対
す
る
声
か
け
事
案
な
ど
の

不
審
者
に
関
す
る
情
報
は
８
９
４
件

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
本
市
を
所
管
す
る
常

総
警
察
署
に
は
、
不
審
者
に
関
す
る

主
な
不
審
者
事
例

情
報
が
39
件
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
認

知
件
数
で
あ
り
、
実
際
に
本
市
内
に

寄
せ
ら
れ
た
情
報
は
、
昨
年
だ
け
で

も
18
件
に
上
り
ま
す
。

　
目
撃
し
て
い
て
も
通
報
し
て
い
な

か
っ
た
場
合
も
考
慮
す
る
と
、
そ
の

件
数
は
さ
ら
に
増
加
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

事
例
１

事
例
２

　
平
成
21
年
１
月
、
常
総
署
管
内
で

中
学
校
の
女
子
生
徒
が
自
転
車
で
帰

宅
途
中
、
後
ろ
か
ら
車
に
乗
っ
た
男

に
、「
10
分
く
ら
い
だ
か
ら
車
に
乗
っ

て
よ
。
お
金
あ
げ
る
か
ら
。
逃
げ
た

ら
俺
追
い
か
け
る
よ
。」
と
声
を
か

け
ら
れ
た
。

　
平
成
21
年
11
月
、
常
総
署
管
内
で

高
校
の
女
子
生
徒
が
下
校
中
、
男
が

バ
イ
ク
で
近
づ
き
「
駅
ま
で
道
を
教

え
て
。」
と
声
を
か
け
、
生
徒
の
足

を
止
め
、「
後
ろ
に
乗
っ
て
い
き
な

よ
。」
と
言
っ
て
、
生
徒
を
抱
き
か

か
え
る
よ
う
に
し
て
き
た
。

　
い
ず
れ
の
事
例
も
生
徒
が
帰
宅
す

る
夕
方
の
時
間
帯
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
県
内
の
事
案
を
見
て
も
、
午
後

か
ら
宵
の
う
ち
に
か
け
て
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
不
審
者
は
子
ど

も
た
ち
の
下
校
、
帰
宅
時
を
狙
っ
て

い
ま
す
。

防
犯
は
地
域
と
の
連
携
が
必
要
！

インタビュー

interview■
情
報
の
共
有
化
が
大
切

　
事
件
の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
に

は
、
情
報
を
警
察
だ
け
で
は
な
く
、

常総警察署
　生活安全課　係長　警部補

黒
くろさわ

澤  克
かつひこ

彦さん

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
で
共
有
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
常
総
署
管
内
で

は
、
各
小
・
中
学
校
か
ら
の
不
審
者

等
の
情
報
は
常
総
警
察
署
へ
通
報
さ

れ
、そ
の
後
、電
子
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ

ク
ス
な
ど
で
各
学
校
や
教
育
委
員
会

な
ど
へ
連
絡
す
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
警
察
署
の
取
り
組
み

　
警
察
署
の
パ
ト
カ
ー
を
は
じ
め
、

各
地
域
に
あ
る
交
番
の
パ
ト
カ
ー
な

ど
で
管
内
小
・
中
学
校
の
下
校
ル
ー

ト
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
子
ど
も
た
ち
に
防
犯
意

識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
市
内
の

小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
防
犯
教

室
に
も
赴
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
す
べ
て
の
小
・
中
学

校
に
刺さ
す
ま
た股

が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

　市民の安全・安心を第一線

で守っている立場から、いろ

いろなお話を伺いました。

情
報
の
共
有
は
と
て
も
大
切
！

か
ら
、
先
生
方
へ
侵
入
者
を
取
り
押

さ
え
る
教
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
地
域
と
の
連
携
・
協
力
が
不
可
欠

　
防
犯
は
警
察
だ
け
の
活
動
で
は
難

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
犯
罪
を
未

然
に
防
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に

は
、
学
校
、
家
庭
、
行
政
そ
し
て
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
と
い
う
意
識
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
を
誘
う
さ
ま
ざ
ま

な
手
口

①
子
ど
も
の
好
き
な
も
の
（
誘
惑
）

　
子
ど
も
が
興
味
を
示
し
そ
う
な
物

や
、
う
ま
い
話
を
ち
ら
つ
か
せ
て
誘

い
出
す
手
口
。

「
今
話
題
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
買
っ

て
あ
げ
る
よ
」「
お
い
し
い
ケ
ー

キ
が
あ
る
ん
だ
け
ど
食
べ
に
こ
な

い
？
」「
君
か
わ
い
い
ね
。
将
来
モ

デ
ル
に
な
れ
る
よ
。
芸
能
事
務
所
に

紹
介
す
る
か
ら
写
真
を
撮
ら
せ
て
く

れ
な
い
？
」
な
ど
。

②
緊
急
事
態
の
演
出

　
家
族
の
事
故
等
を
装
い
、
子
ど
も

を
混
乱
さ
せ
て
誘
い
出
す
手
口
。

「
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
が
、
突
然
倒

れ
救
急
車
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
一
緒

に
病
院
に
行
こ
う
」「
父
親
の
会
社

の
者
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
が
急
に
倒

れ
た
か
ら
、
車
に
乗
っ
て
」
な
ど
。

③
子
ど
も
に
助
け
を
求
め
る

　
道
に
迷
っ
た
な
ど
と
話
し
、
子
ど

も
の
親
切
心
を
逆
手
に
と
る
手
口
。

　「
郵
便
局
に
行
き
た
い
の
で
す
が
、

道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
教
え

て
く
れ
な
い
か
な
？
」
な
ど
。

小絹小学校（教員）への侵入者対策教習
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資料：常総警察署

◆時間帯別発生件数（常総署管内）「Ｈ21年」◆地域別発生件数（市内）「Ｈ21年」

資料：常総警察署
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子
ど
も
は
、
何
よ
り
か
け
が
え
の
な
い
、

私
た
ち
み
ん
な
の
宝
。

　
近
年
、
子
ど
も
た
ち
が
標
的
と
な
っ
た
痛

ま
し
い
事
件
が
、
毎
日
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
人
た

ち
が
立
ち
上
が
り
、
学
校
や
行
政
と
連
携
し

な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守
ろ
う

と
す
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
は
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で

成
長
で
き
る
環
境
に
す
る
た
め
、
今
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
ま
す
。

地
域
の
「
宝
」
を
守
る
た
め

～
今
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～



5 －平成22年２月18日発行－

特集：地域の「宝」を守るため

地
域
で
の
取
り
組
み

地
域
で
守
る
環
境
を
…

　
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
笑
顔
で
成

長
で
き
る
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め

に
は
、
学
校
・
家
庭
・
行
政
・
警

察
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
、
一

体
と
な
っ
て
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
。
そ

れ
は
、
一
人
ひ
と
り
が
防
犯
に
対
す

る
関
心
を
高
め
、「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
つ

こ
と
で
す
。

　
本
市
で
も
防
犯
に
対
す
る
意
識
は

年
々
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
や
防
犯
協
会
を

は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
、
高
年

ク
ラ
ブ
、
そ
の
他
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
が
、
通
学
路
の
見
守
り

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
と
、
積
極
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

谷井田地区やさしく見守り隊

吉
よ し だ

田   一
か ず お

夫 さん（上平柳）

　自営業を営みながら、防犯協会に
も所属し、地域の子どもたちの安全・
安心を守るため、地域に根付いた、
さまざまな防犯活動を行っている。

絹の台地区高年クラブ「絹
けんわかい

和会会長」

竹
たけうち

内　吉
よしへい

平さん（絹の台）

地域の触れ合いが大切

無理をせず、できることから

　当クラブでは、防犯パトロール組織を

７．８年前から発足させ、地元の地域を

中心に、下校中の子どもたちの防犯パト

ロールを始めました。

　また、最近では、放課後の子ども教室

にも参加し一緒に楽しんでいます。

　最近の事件などを見て「人のつながり

が希薄になってきたな」と思います。昔

に比べ、子どもたちと触れ合う機会も少

なくなりました。地域の人たちがお互い

に触れ合いを持つことで、子どもが犯罪

　今、安全で・安心して暮らせる地域社

会の実現が強く求められています。これ

を実現するためには、地域住民による防

犯の輪を広げることがとても大切です。

　こうした運動を成功させるポイント

は、「無理をせず、できることから」だと

思います。日常のあいさつ、散歩、買い

物のときでも犯罪者を寄せ付けない「人

の目」を意識するだけで、犯罪者が接近

しにくい効果があるといえます。

防
犯
情
報
等
を

メ
ー
ル
で
配
信

す
る
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
ん
で
す

茨
城
県
警
察

「
ひ
ば
り
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
」

　
茨
城
県
警
で
は
、
防
犯
情
報
を
電

子
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
は
簡
単
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

登
録
資
格

　
ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す

配
信
内
容

◆
犯
罪
発
生
情
報
・
防
犯
対
策
情
報

　
声
か
け
・
つ
き
ま
と
い
・
誘
拐
・

空
き
巣
・
自
動
車
窃
盗
・
車
上
狙
い
・

ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
発
生
情
報
お
よ

び
、
そ
の
事
件
発
生
の
分
析
に
基
づ

い
た
防
犯
情
報 

◆
お
知
ら
せ
情
報
な
ど

　
地
域
の
安
全
に
関
す
る
情
報

◆
交
通
安
全
情
報

　
交
通
事
故
情
報
な
ど
、
交
通
安
全

に
関
す
る
情
報

受
信
地
域
の
選
択

　
登
録
時
に
情
報
が
欲
し
い
地
域

（
市
町
村
）
が
1
カ
所
の
み
選
択
で

き
ま
す
。

登
録
方
法

　
次
の
登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
あ

て
に
空
メ
ー
ル
（
件
名
、
内
容
が
空

の
メ
ー
ル
）を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
折
り
返
し
登
録
案
内
の
メ
ー
ル
が

返
信
さ
れ
ま
す
の
で
、
案
内
に
従
い

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

add@
m

ail1.police.pref.ibaraki.
jp 　

携
帯
電
話
の
場
合
、
右
記
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
直
接
入
力
し
、
空

メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
機
能
付
き

の
携
帯
電
話
の
場
合
、
次
の
登
録
用

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
を
読
み
取
れ
ば
、

よ
り
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。 

※
登
録
お
よ
び
情
報
配
信
料
は
無
料

で
す
が
、
接
続
や
受
信
に
必
要
な
費

用
は
、
利
用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

Ｑ Ｒ コ ー ド は、 ㈱ デ ン ソ ー
ウェーブの登録商標です。

本 日 午 後 ４ 時10分 頃、 つ くば み ら い 市 ●●公園で小学●年 の 女 児 が 誘拐される事件が発生しました。

※ メ ー ル の 内 容
は イ メ ー ジ で す。

に巻き込まれない、大きな

防犯力が育っていくのでは

ないでしょうか。

　クラブの会長として、100人を
超える会員をまとめるほか、地元
小・中学生の下校パトロールなど
も行っている。
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行
政
で
の
取
り
組
み

学
校
で
の
取
り
組
み

防
犯
教
室
の
開
催

　
市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
子
ど

安
全
マ
ッ
プ
の
作
成

　
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
住

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

　
市
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に
は
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
台
数
は
１
校
当
た
り
２
～
４

台
で
、
職
員
玄
関
や
生
徒
玄
関
へ
設

置
し
、
職
員
・
生
徒
・
来
客
者
の
出

入
管
理
や
不
審
者
の
確
認
な
ど
を
行

通
学
路
の
防
犯
灯
整
備

　
子
ど
も
た
ち
の
下
校
す
る
時
間
帯

を
狙
う
不
審
者
。
特
に
、
防
犯
灯
が

な
く
薄
暗
く
な
っ
た
道
路
を
歩
く
子

ど
も
た
ち
の
危
険
性
は
高
い
と
い
え

ま
す
。

　
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
各
学
校

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
通
学
路
に
お
い

て
、
防
犯
灯
の
新
設
や
設
置
間
隔
の

見
直
し
、
蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
す

る
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【イカ】いかない
　誘われても、むやみについて行

● ● ● ●

かない。

【の】のらない
　「乗っていきなよ」とやさしく声をかけられても、

ぜったいに乗
● ● ● ●

らない。

【お】おおごえをだす
　危険を感じたら、勇気を出して大

● ● ● ● ●

声を出す。

【す】すぐにげる
　近くのお家やお店などへす

● ● ● ● ●

ぐ逃げる。

【し】しらせる
　近くの大人やおまわりさんに知

● ● ● ●

らせる。

【出典引用：常総警察署生活安全課】

危険を感じた時の合言葉
イ
●

　カ
●

　の
●

　お
●

　す
●

　し
●

も
た
ち
に
防
犯
意
識
の
啓
発
や
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
対
処
法
な
ど
、
自

分
自
身
で
身
を
守
る
た
め
の
訓
練

（
防
犯
教
室
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
不
審
者
に
遭
遇
し
た
場
合
の
対
処

法
に
つ
い
て
、
常
総
警
察
署
の
皆
さ

ん
が
、
実
技
を
交
え
な
が
ら
指
導
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
児
童
た
ち
か
ら
は
、「
本

当
に
不
審
者
が
出
た
ら
怖
い
け
ど
、

も
し
も
の
と
き
は
習
っ
た
こ
と
を
守

り
た
い
で
す
。」
と
い
う
意
見
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

一
斉
下
校
の
実
施

　
下
校
時
を
含
む
夕
方
や
児
童
が
一

人
に
な
り
や
す
い
時
間
帯
に
事
件
・

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
校
生
徒
に
よ
る
一
斉
下
校
を

は
じ
め
、
複
数
学
年
に
よ
る
一
斉
下

校
な
ど
、
な
る
べ
く
児
童
が
一
人
だ

け
に
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

県教育長賞を受賞した谷井田小学校の
安全マップ（関連ページ10Ｐ）

い
、
校
内
で
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

ん
で
い
る
地
域
に
出
か
け
、
犯
罪
等

が
起
こ
り
や
す
い
場
所
を
地
図
に
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

　
マ
ッ
プ
作
り
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
は
危
険
予
測
能
力
や
危
機
回
避

能
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
に
よ
っ
て
作
り
方
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、こ
の
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、

事
件
・
事
故
の
未
然
防
止
を
図
り
ま

す
。

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
最
近
、
青
色
灯
の
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
？

　
こ
れ
は
、
市
職
員
を
は
じ
め
、
防

犯
協
会
、
学
校
関
係
者
な
ど
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆

さ
ん
と
、
地
域
の
防
犯
の
た
め
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
青
色
に
は
、
犯
罪
抑
止
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

不
審
者
情
報
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス

　
市
で
は
、
小
・
中
学
生
の
保
護
者

が
学
校
を
通
じ
て
登
録
し
た
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
に
、
不
審
者
情
報
メ
ー
ル

を
一
斉
に
配
信
し
て
い
ま
す
。
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奨

　

   

　学

　

   

　生

       

高 

等 

学 

校 

奨 

学 

生

 

平
成
22
年
度

　
市
で
は
、つ
く
ば
み
ら
い
市
奨
学
金
貸
付
条
例
な
ど
に
基
づ
き
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
平
成
22
年
度

奨
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
奨
学
生
の
種
類
○

A
つ
く
ば
み
ら
い
市
奨
学
生

B
つ
く
ば
み
ら
い
市
高
等
学
校

　
奨
学
生

※
A
、
B
い
ず
れ
の
記
載
の
な

　
い
も
の
は
、
共
通
の
事
項
で
す
。

1  

申
請
資
格

A⑴
本
市
市
民
の
被
扶
養
者

⑵
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

　
26
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
専
修
学

　
校
（
専
門
課
程
）・
短
期
大
学
・

　
大
学
に
進
学
ま
た
は
在
学
す
る
方

⑶
身
体
が
健
康
で
あ
り
、
学
業
優
秀

　
か
つ
品
行
方
正
で
あ
る
方

⑷
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
方
（
※
１
）

⑸
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学
費
の
貸

　
与
を
受
け
て
い
な
い
方
（
※
２
）

B⑴
本
市
市
民
の
被
扶
養
者

⑵
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

　
26
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
高
等
学

　
校
・
高
等
専
門
学
校
に
進
学
ま
た

　
は
在
学
す
る
方

⑶
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
方
（
※
１
）

⑷
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学
費
の
貸

　
与
を
受
け
て
い
な
い
方
（
※
２
）

※
１
　
A
の
⑷
、
B
の
⑶
の
連
帯
保

　
証
人
に
つ
い
て
　

　
連
帯
保
証
人
は
２
人
必
要
（
各
々

　
独
立
の
生
計
を
営
む
成
人
者
）

※
２
　
A
の
⑸
、
B
の
⑷
に
つ
い
て

〈
例
〉　
日
本
学
生
支
援
機
構
（
旧

　
日
本
育
英
会
）、
茨
城
県
奨
学
生
、

　
母
子
福
祉
資
金
、寡
婦
福
祉
資
金
、

　
生
活
福
祉
資
金
（
茨
城
県
社
会
福

　
祉
協
議
会
）、
交
通
遺
児
育
英
会
、

　
あ
し
な
が
育
英
会
、
各
大
学
独
自

　
の
奨
学
金
な
ど
（
併
願
不
可
）

区      分

A B
専 修 学 校
短 期 大 学
大            学

高   等   学   校
高等専門学校

募集人員 ５人 若干名
貸与月額 30,000円 20,000円

貸与期間
平成22年から在学する学

校の正規の修業期間

２ 募集人員、貸与月額および貸与期間

３ 

募
集
期
間

　
４
月
23
日
㈮
ま
で

４ 

申
請
手
続
き

　
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
次
の
書
類

５  

奨
学
生
の
選
考
お
よ
び
決
定

　
７
月
初
旬
に
、
教
育
委
員
会
で
の

選
考
結
果
を
本
人
あ
て
に
通
知

６  

奨
学
金
の
返
還

⑴
奨
学
金
は
無
利
子
と
し
、

A
卒
業
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

　
か
ら
10
年
以
内
に
貸
与
を
受
け
た

　
総
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

B
卒
業
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

　
か
ら
起
算
し
て
６
月
を
経
過
し
た

　
後
、
15
年
以
内
に
貸
与
を
受
け
た

　
総
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵
返
還
猶
予

ア
　
上
級
の
学
校
へ
入
学
し
た
と
き

イ
　
病
気
そ
の
他
正
当
な
理
由
に
よ

　
り
、
返
還
が
困
難
で
あ
る
と
き

⑶
返
還
免
除

　
貸
与
を
受
け
た
方
が
死
亡
し
た
と

　お知らせします！ 就 学 援 助 制 度

を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
様
式
は
、
学
校
教
育
課

ま
た
は
市
内
の
中
学
校
、
近
隣
の

高
等
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑴
奨
学
金
貸
付
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

⑵
奨
学
金
貸
与
申
請
者
推
薦
調
書
　

　（
様
式
第
２
号
）

※
新
入
生
に
つ
い
て
は
、
卒
業
し
た

　
高
等
学
校
長
か
ら
の
も
の
（
A
）

※
新
入
生
に
つ
い
て
は
、
卒
業
し
た

　
中
学
校
長
の
も
の
（
B
）

⑶
在
学
証
明
書
（
募
集
期
間
内
に
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

⑷
住
民
票
（
申
請
者
家
族
全
員
に
つ

　
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

⑸
所
得
証
明
書
（
主
た
る
家
計
支
持
者
）

※
平
成
21
年
源
泉
徴
収
票
の
ほ
か
平

　
成
21
年
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
を

　
募
集
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。 

（
写
し
可
）

問

募　集

　市では、お子さんが義務教育のため市内の小中学校に通学するうえで、経済的に困って
いる保護者の方に対し、学用品費や給食費などを援助する事業を行っています。援助を受
けようとする方は、申請が必要となりますのでお知らせします。

１　援助を受けることができる方
　生活保護世帯（要保護）、またはこれに準
ずる世帯（準要保護）と教育委員会が認定し
た世帯。
２　援助の内容
　学用品費・通学用品費・校外活動費・新入
学児童生徒学用品費・修学旅行費・医療費（学
校保健法により治療の指示を受けた疾病に限
る）・給食費等で教育委員会が定めた金額（国
の基準に準ずる）。
３　申請方法
　各小中学校に用意してある所定の就学援助

費申請書および収入申告書に記入・捺印し、
前年中の収入のわかる証明書などを添付のう
え、在学の学校へ提出してください。
４　申請時期
　随時受け付けています。ただし、支給期間
は、必要書類を在学の学校へ提出した月の翌
月からとなります。
※援助を受けたい方は、事前に学校・教育委
　員会などにご相談ください。
※申請されると、家庭状況を調べるために、
　地区担当民生委員が自宅へ訪問しますので
　ご協力願います。　　

　
き
は
、
奨
学
金
の
全
部
ま
た
は
一

　
部
返
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。

⑷
そ
の
他

・
奨
学
生
が
放
校
処
分
に
付
さ
れ
た

　
と
き
は
、
た
だ
ち
に
奨
学
金
の
全

　
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
本
市
市
民
の
被
扶
養
者
で
な
く
な

　
っ
た
場
合
、
奨
学
金
貸
与
が
取
り

　
消
さ
れ
、
奨
学
金
の
返
還
を
し
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。

　　谷和原庁舎学校教育課　　☎58‐2111（内線8204）
　※奨学生・高等学校奨学生制度については、県教育庁高校教育課にも同様の
　制度があります。

つくばみらいＮｅｗｓ！
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ご
み
出
し
心
得

●
ス
プ
レ
ー
缶
は
、

必
ず
使
い
切
っ
て
か
ら
、

穴
を
空
け
て
処
分
し
ま

し
ょ
う
。

●
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

も
、
必
ず
使
い
切
っ
て
か

ら
、
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　  

伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
２
）

　ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

～
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
～
　

　
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま
で

に
入
居
さ
れ
た
方
で
、
所
得
税
か
ら

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額
を
市
県
民
税
か
ら
控
除
す
る

場
合
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
毎

年
、
市
役
所
へ
の
申
告
が
必
要
で
し

た
が
、
平
成
22
年
度
（
平
成
21
年
分

所
得
）
課
税
分
か
ら
は
申
告
が
原
則

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
平
成
21
年
か
ら
25
年
末
ま

で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
を
受
け
る
方
で
、
所
得
税
か

ら
引
き
き
れ
な
い
額
が
発
生
し
た
場

合
は
、
翌
年
度
の
市
県
民
税
（
所
得

割
）
か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
場
合
も
市
へ
の
申
告

　
平
成
19
年
か
ら
運
行
し
て
い
る
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
み
ら

い
号
」
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
４
月
５
日
㈪
か
ら
運
行

ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
を
変
更
す
る
予
定
で
す
。

　
今
回
の
変
更
は
、
東
ル
ー
ト
、
北
西
ル
ー
ト
、
南
ル
ー
ト
の
３

コ
ー
ス
と
し
、
現
在
運
行
し
て
い
る
ル
ー
ト
を
基
本
に
、
ル
ー
ト

の
変
更
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
戸
へ
３
月
中
旬
に
、
運
行
ル
ー
ト
図
お
よ
び
時

刻
表
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
バ
ス
２
台
、
各
ル
ー
ト
１
日
４
便
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

バ
ス
停
の
移
設
作
業
は
３

月
下
旬
を
予
定

　  

伊
奈
庁
舎
税
務
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
１
１
３
２
～

１
１
３
４
）

みらい号
　
４
月
５
日
予
定
の
運
行
ル
ー
ト
変

更
の
た
め
に
、
バ
ス
停
標
識
の
移
設

作
業
を
３
月
28
日
㈰
か
ら
４
月
４
日

㈰
に
行
い
ま
す
。こ
の
作
業
に
伴
い
、

廃
止
さ
れ
る
バ
ス
停
は
撤
去
し
ま
す

が
、
撤
去
後
も
４
月
３
日
㈯
ま
で
は

現
在
の
バ
ス
停
の
位
置
で
乗
降
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
ル
ー
ト
変
更
後
の
新
設
バ

ス
停
位
置
に
バ
ス
停
標
識
を
設
置
し

ま
す
が
、
４
月
４
日
㈰
ま
で
は
乗
降

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問

 

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
変
更
に

～
市
県
民
税
（
住
民
税
）
が
対
象
～

は
不
要
で
す
。

　
な
お
、
初
め
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
必
ず
確
定
申
告

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ごみ収集車から火災発生
　原因はスプレー缶やライター

ご
注
意

　
次
の
項
目
の
記
載
が
漏
れ
て
い
た

り
、
提
出
期
限
を
過
ぎ
る
と
市
県
民

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
勤
務
先
で
所
得
税
の
住
宅
借
入
金

　
等
特
別
控
除
を
年
末
調
整
で
行
っ

　
た
場
合

・
給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴
収
票
）

　
の
摘
要
欄
に
、
居
住
開
始
年
月
日

　
と
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能

　
額
が
正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る

・
１
月
末
日
ま
で
に
勤
務
先
か
ら
市

　
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

　
さ
れ
て
い
る
（
提
出
の
ご
確
認
は

　
各
勤
務
先
に
お
願
い
し
ま
す
）

●
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方

・
確
定
申
告
書
の
第
１
表
「
住
宅
借

　
入
金
等
特
別
控
除
」
の
欄
に
住
宅

　
借
入
金
等
特
別
控
除
の
額
を
、
第

　
２
表
「
特
例
適
用
条
文
等
」
の
欄

　
に
居
住
開
始
年
月
日
を
必
ず
記
入

　
す
る

・
確
定
申
告
期
限
内
（
平
成
22
年
3

　
月
15
日
㈪
ま
で
）
に
申
告
書
を
提

　
出
す
る

◆
住
民
税
か
ら
の
控
除
額

　
次
の
１
と
２
の
い
ず
れ
か
少
な
い

金
額
（
た
だ
し
、
９
万
７
５
０
０
円

が
上
限
と
な
り
ま
す
。）

１
．
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可

　
能
額
の
う
ち
所
得
税
に
お
い
て
控

　
除
し
き
れ
な
か
っ
た
金
額

２
．
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等

　
の
額
に
５
％
を
乗
じ
て
得
た
金
額

※
平
成
19
年
お
よ
び
平
成
20
年
に
入

　
居
さ
れ
た
方
は
、
所
得
税
で
控
除

　
期
間
を
15
年
に
延
長
す
る
特
例
が

　
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
市
県
民

　
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
適
用
さ

　
れ
ま
せ
ん
。

　　谷和原庁舎生活環境課
　　☎58 - 2111（内線8136）

問

　不燃ごみを収集していた収集車から、突然火

災が発生する事故が１月に市内で起きました。

　幸い作業員の迅速な対応により、大きな災害

にはなりませんでしたが、このような火災は、

常総環境センターでも毎年のように起きていま

す。

　場合によっては、人命にかかわることもあり、

また、施設等の修理に多額の費用がかかります。

　こうした火災の原因は、ごみの中から「スプ

レー缶」や「使い捨てライター」が発見されて

いることから、スプレー缶などをそのまま不燃

ごみの袋に入れて出したことにより、何らかの

摩擦が原因で出火したものと思われます。

　スプレー缶や使い捨てライターは、ごみ収集

車やごみ処理施設で爆発を起こし、付近の人や

家などにも延焼することで、大きな災害に発

展する可能性

が高く危険な

廃棄物ですの

で、適正に排

出いただきま

すよう、ご協

力をお願いし

ます。

問

つくばみらいＮｅｗｓ！



9 －平成22年２月18日発行－

⑨

②

⑤

⑥⑧

④

⑦

③

人
の
役
に
立
っ
て
い
ま
す
か
？

①飯
いいじま

島 友
ゆ う か

香さん（杉下）人とのつながりを大切にね…　②村
むらかみ

上 
彰
あきひろ

啓さん（谷井田）就きたい仕事の夢はかなっていますか？　③
栗
くりはら

原 萌
めぐみ

さん（市野深）きっと結婚して、かわいい子どもたちに
囲まれているのかな？　④ 柳

やなぎはら

原  千
ち ひ ろ

裕さん（絹の台）幸せに暮ら
していますか？　⑤荻

おぎはら

原 拓
た く な

来さん（伊奈東）目指せ、総理大臣！
⑥飯

い い の

野 敦
あ つ こ

子さん（南太田）人生楽しくやっていますか？ネガティ
ブになる悪いクセは治っていますか？何事も前向きに頑張って
ね！　⑦冨

とみやま

山 直
な お き

樹さん（高岡）一人前の大人になっていますか？
⑧木

き む ら

村 晃
あ き こ

子さん（板橋）大切な仲間たちと笑顔で楽しく過ごし
ていますか？　⑨天

あまがみ

神 和
か ず や

也さん（下島）元気にしてるか？人の
役に立っていますか？

特集：未来に羽ばたけ新成人！～拝啓　未来の私へ～

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
ね
…

①

拝啓　未来の私へ　

　
今
年
の
新
成
人
は
平
成
元
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
生
ま
れ

と
な
り
、
今
回
初
め
て
、
全
員
が
平

成
生
ま
れ
と
な
る
成
人
式
を
迎
え
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
飯
島
市
長
が
「
選
挙

権
を
は
じ
め
、
多
く
の
権
利
が
認
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
社
会
に
対
し
て

大
き
な
義
務
と
責
任
を
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
未
来
を
担
う
皆
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。」
と

新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
豊
嶋
教
育
長
、
今
川
議

会
議
長
を
は
じ
め
、来
賓
の
方
々
も
、

今
後
の
活
躍
に
期
待
を
込
め
て
祝
福

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
恩
師
の
青あ
お
の野

直な
お
こ子

先
生

は
、「
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な

平成元年（１９８９年）
　４月　消費税スタート～商品・サービスに３㌫課税～

　６月　昭和の歌姫、美空ひばりさん（歌手）逝く

　９月　千代の富士（大相撲横綱）に国民栄誉賞

　11月　ベルリンの壁崩壊～花火・拍手・抱き合う市民～

平成２年（１９９０年）
　１月　納

のうさい

采の儀　礼宮さま、川嶋紀子さんとご婚約

　２月　ドラクエⅣ（ゲームソフト）社会現象に
　３月　ソ連でゴルバチョフ大統領誕生

　　　　　　　　　　　　　　　 　【出典引用：朝日新聞】

が
ら
、
目
標
に
進
む
こ
と
は
と
て
も

大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
、
自
分

が
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ
重
ね
て

い
く
こ
と
で
、
幸
せ
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
須す

が賀

雄ゆ
う
じ士

さ
ん
（
絹
の
台
）
が
マ
イ
ク
を

使
わ
ず
大
き
な
声
で
、「
こ
れ
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
し
、
こ

れ
か
ら
は
、
成
人
と
し
て
の
誇
り
・

責
任
・
自
覚
を
持
ち
、
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
り
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
も
、
旧
友
や
恩
師
と

の
再
会
を
喜
び
な
が
ら
、
記
念
撮
影

を
し
た
り
、
近
況
の
報
告
を
し
合
っ

た
り
と
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

新成人が生まれた年の出来事

堂々と誓いの言葉を述べる須賀さん

  

未
来
に
羽
ば
た
け
新
成
人

　
 

～
拝
啓

　未
来
の
私
へ
～

全員が平成児！

8－広報つくばみらい２月号（No.47）－
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「投票所へ行けない」「字が書けず投票用紙に記入できない」など
の場合、要件を満たせば次のような制度により投票できます。
【期日前投票制度】
　　投票日当日に、仕事や旅行などの予定がある方、投票日の一定
　の期間に投票できる制度です。投票期間および場所については、
　各選挙のお知らせ欄をご覧ください。
【不在者投票制度】
　　市外に滞在・旅行中の方は、滞在・旅行先の市区町村の選挙管
　理委員会で投票できる制度です。
　　なお、不在者投票を行う場合には投票用紙が必要です。投票用
　紙は、市選挙管理委員会にご請求いただいた後、滞在先へ郵送し
　ますので、お早めにご請求ください。
【郵便投票制度】
　　身体に重度の障がいがあるため、投票所に出向いて投票できな
　い方が、自宅から郵便で投票できる制度です。
　　郵便投票を行うには、市選挙管理委員会発行の「郵便等投票証
　明書」が必要ですので、お早めにお問い合わせください。
【代理投票制度】
　　身体の故障や字が書けないなどの理由で、投票用紙に自分で記
　入することができない方のために、投票所の係員が投票のお手伝
　いをする制度です。秘密を厳守しお手伝いをしますので、必要な
    場合は係員に申し出てください。

問

みんなのみらい　みんなの一票で

市
長
選
挙

　
市
長
の
任
期
は
、
平
成
18
年
５
月
14
日

か
ら
本
年
５
月
13
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
選
挙
は
、
そ
の
在
任
期
間
の

の
満
了
に
伴
い
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
し
、
平
成
21
年

３
月
31
日
確
定
の
つ
く
ば
み
ら
い
市

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

【
立
候
補
予
定
者
説
明
会
】

▼
日
時
＝
３
月
29
日
㈪
午
前
10
時
～

▼
場
所
＝
伊
奈
公
民
館

【
立
候
補
届
出
事
前
審
査
】

▼
日
時
＝
４
月
５
日
㈪
午
前
10
時
～

▼
場
所
＝
伊
奈
公
民
館

【
立
候
補
届
出
日
（
告
示
日
）】　

▼
日
時
＝
４
月
18
日
㈰
午
前
８
時
30

　
分
～
午
後
５
時

▼
場
所
＝
伊
奈
公
民
館

　
農
業
委
員
の
任
期
は
、
平
成
19
年
３
月

27
日
か
ら
本
年
３
月
26
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
そ
の
在
任
期

間
の
満
了
に
伴
う
も
の
で
、
選
挙
す
べ
き

定
数
は
14
人
で
す
。

　
こ
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、

次
の
要
件
を
満
た
し
、
か
つ
、
本
年

４
月
17
日
現
在
で
調
製
す
る
「
つ
く

ば
み
ら
い
市
選
挙
人
名
簿
」
に
登
録

さ
れ
、
投
票
日
当
日
ま
で
同
名
簿
に

有
効
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

○
平
成
２
年
４
月
26
日
ま
で
に
生
ま

◆
投
票
日
◆

●
日
時
＝
２
月
28
日
㈰

　
　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

▼
日
時
＝
４
月
19
日
㈪
～
24
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

▼
場
所
＝
市
役
所
伊
奈
庁
舎
１
階
ロ

　
ビ
ー
、
市
役
所
谷
和
原
庁
舎
１
階

　
相
談
室

▼
日
時
＝
２
月
22
日
㈪
～
27
日
㈯

録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

○
20
歳
以
上
（
平
成
21
年
３
月
31
日

　
現
在
）

で
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

○
10
㌃
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業
務

　
を
営
む
方
と
そ
の
同
居
親
族
な
ど

（
耕
作
従
事
日
数
が
年
間
60
日
以
上

　
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
方
）

○
公
職
選
挙
法
の
欠
格
事
項
に
該
当

　
し
な
い
方

○
立
候
補
届
出
日
（
告
示
日
）

　
▼
日
時
＝
２
月
21
日
㈰

　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
▼
場
所
＝
伊
奈
公
民
館

つくばみらい市長選挙：４月25日(日)投票（４月18日(日)告示）
つくばみらい市農業委員会委員一般選挙：２月28日(日)投票（２月21日(日)告示）

　　　市選挙管理委員会（伊奈庁舎総務課内）　☎58-2111（内線1215）

農
業
委
員

　
一
般
選
挙

◆
立
候
補
す
る
方
へ
◆

◆
投
票
資
格
◆

◆
投
票
日
◆

◆
立
候
補
す
る
方
へ
◆

◆
投
票
資
格
◆

◆
期
日
前
投
票
◆

◆
期
日
前
投
票
◆

　
れ
た
方

○
市
内
に
３
カ
月
以
上
住
所
が
あ
る

　
方
（
本
年
１
月
17
日
ま
で
に
転
入

　
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
る
方
）

～ 市民のみなさんに直接関わる大切な選挙です。忘れずに投票しましょう！ ～

投票することが困難な方のために
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

▼
場
所
＝
市
役
所
伊
奈
庁
舎
１
階
ロ

　
ビ
ー
、
市
役
所
谷
和
原
庁
舎
１
階

　
相
談
室

※
開
票
は
、
同
日
午
後
９
時
か
ら
伊

奈
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
25
日
㈰

　
　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
開
票
は
、
同
日
午
後
９
時
か
ら
伊

奈
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

　市長選挙告示10日以前（４月７
日）までに議員の欠員があると、
市議会議員補欠選挙も行われます。
◆投票日・期日前投票期間＝市長
　選挙と同日・同期間
◆立候補する方へ＝立候補予定者
　説明会…３月29日㈪午後２時～
（伊奈公民館）、立候補届出事前審
　査…４月５日㈪午後２時～（伊
　奈公民館）、立候補届出日（告示
　日）…４月18日㈰午前8時30分
　～午後５時（伊奈公民館)

市議会議員補欠選挙について

10－広報つくばみらい２月号（No.47）－

市内の出来事
～ つくばみらいのわだい～

話題を提供してください！
伊奈庁舎秘書広聴課　☎ 58 - 2111（内線1202~1203）
※紙面の都合上、投稿いただいた情報が必ずしも掲載できる
とは限りませんので、ご了承ください。

 

県
教
育
長
賞
を
受
賞

～
谷
井
田
小 

地
域
安
全
マ
ッ
プ
～

　
児
童
が
通
学
路
等
の
危
険
個
所
や

注
意
す
べ
き
場
所
の
確
認
や
点
検
を

行
い
、
危
険
回
避
能
力
の
向
上
や
防

犯
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル

09
」
の
表
彰
式
が
こ
の
ほ
ど
、
県
庁

で
行
わ
れ
、高
学
年
の
部
に
お
い
て
、

谷
井
田
小
学
校
の
安
全
マ
ッ
プ
が
茨

城
県
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
で
4
回
目
と
な
る
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
、
県
内
各
地
の
小
学
校
か
ら

３
６
３
点
の
応
募
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
本
作
品
は
そ
の
中
か
ら
表
彰
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
作
品
（
マ
ッ
プ
）
の
写
真

は
、
本
紙
４
ペ
ー
ジ
の
特
集
内
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

 

郷
土
の
守
護
神 

決
意
新
た
に

　
地
域
防
災
の
要
と
な
る
市
消
防
関

係
者
に
よ
る
「
消
防
出
初
式
」
が
１

月
10
日
、
市
総
合
運
動
公
園
で
厳
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
列
し
た
消
防
団
員
ら
約
３
０
０

人
が
見
守
る
中
、
多
年
に
わ
た
り

消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
な
ど

に
、
表
彰
状
や
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
式
の
最
後
に
は
、
新
春
の

澄
ん
だ
青
空
の
下
、
一
斉
放
水
が
披

露
さ
れ
、
今
年
１
年
の
無
事
と
安
全

が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

　【
受
賞
者
（
順
不
同
）】

・
藤ふ
じ
い井

　
優ゆ
う
か香

（
６
年
）
さ
ん

・
井い
さ
か坂

　
愛ま
な
み美

（
６
年
）
さ
ん

・
八や
ま
き巻

　
翔し
ょ
う
た太

（
６
年
）
さ
ん

・
松ま
つ
も
と本

　
大だ
い
じ
ゅ樹

（
６
年
）
さ
ん

・
渡わ
た
な
べ辺

　
智さ
と
し士

（
５
年
）
さ
ん

・
菅か
ん
の野

　
翔し
ょ
う
た太
（
５
年
）
さ
ん

・
尾お
な
い内

　
涼す
ず
か花
（
５
年
）
さ
ん

・
市い
ち
か
わ川

　
萌も

か可
（
５
年
）
さ
ん

　
リ
ー
ダ
ー
の
藤
井
さ
ん
は
、「
み
ん

な
と
協
力
し
て
、
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

 

県
知
事
賞
「
特
選
」
等
を
受
賞

～
市
内
小
学
生
が
快
挙
～

　
下
水
道
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
県
下
水
道

促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式

が
１
月
20
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
、
標

語
の
部
で
、
福
岡
小
６
年
の
片か
た
み見 

勝か
つ
や哉
さ
ん
の
作
品
が
茨
城
県
知
事
賞

特
選
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
、
小
絹
小

１
年
の
豊と
よ
し
ま島 

暖は
る
き生

さ
ん
の
作
品
も

入
選
さ
れ
ま
し
た
。

受賞された豊島さん（左）と片見さん（右）

しんごうはなにいろ？
～幼児たちへ交通安全教室～

　幼児に交通ルールの大切さを知ってもらおう

と、交通安全母の会伊奈支部の皆さんが、市内

の幼稚園や保育所に出向いて、交通安全教室を

開きました。当日は、人形を使った腹話術や寸

劇を鑑賞し、その後、曲に合わせてお遊戯をし

ました。幼児たちは、楽しみながら信号の色な

どを学習できる時間を過ごしました。

市内の出来事

片見さんの受賞作品　　『下水道　水に命を　もう一度』

～
市
消
防
出
初
式
～
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▼
試
験
場
所
＝
別
途
各
人
に
通
知

　
　  

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
☎ 

０
２
９
７ 

︲ 

64 

︲
３
３
５
１
　

　
取
手
市
農
業
ふ
れ
あ
い
公
園
内
の

貸
し
農
園
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
所
在
地
＝
取
手
市
市
之
代
５
７
０

▼
募
集
区
画
＝
４
区
画

▼
耕
作
面
積
＝
１
区
画
20
㎡

※
１
世
帯
１
区
画
ま
で
利
用
可

▼
使
用
条
件
＝
取
手
市
・
守
谷
市
・

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
在
住
す
る
農

　
業
者
以
外
の
住
民

▼
使
用
料
＝
年
間
６
０
０
０
円

▼
利
用
期
間
＝
4
月
１
日
～
平
成
23

　
年
３
月
31
日
（
更
新
可
）

▼
申
込
期
限
＝
３
月
１
日
㈪
ま
で
　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
・
フ
ァ
ッ

　
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で
、
左
記
ま

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　   

取
手
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
振

興
部
農
政
課
農
政
係
☎ 

０
２
９
７ 

︲ 

74 

︲
２
１
４
１
　
内
線
２
１
８
３
、
FAX

０
２
９
７
︲
82
︲
６
４
５
０

Ｅ
メ
ー
ルnousei@city.toride. ibaraki.jp

◎
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

▼
受
験
資
格（
平
成
22
年
７
月
1
日
現
在
）

《
一
般
》
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

《
技
能
》
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能 

　
に
応
じ
て
53
歳
か
ら
55
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
限
＝
４
月
９
日
㈮
ま
で

▼
試
験
期
日
＝
4
月
17
日
㈯
～
19
日

　
㈪
の
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定

問

求
め
て
い
ま
す
自
衛
官

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
常
陽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
年
金

請
求
手
続
き
の
代
行
を
し
て
く
れ
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話
　
☎
58
︲
５
５
５
２

▼
日
時
＝
３
月
18
日
㈭
午
前
10
時
～

常
陽
年
金
相
談

特
設
人
権
相
談
所

　
家
庭
内
の
問
題
、
い
じ
め
、
セ
ク

ハ
ラ
、
近
隣
関
係
、
相
続
な
ど
、
心

配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

▼
日
時
＝
3
月
3
日
㈬
午
前
10
時
～

　
午
後
３
時

▼
場
所
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
料
金
＝
無
料  

※
予
約
不
要

▼
相
談
員
＝
市
人
権
擁
護
委
員
、
法

　
務
局
担
当
官

　  

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
３
・
１
１

５
４
）

農
園
耕
作
し
て
み
ま
せ
ん
か

　　　　　　　　　広告掲載欄
　　　　  　(半 枠)

   

広
報
つ
く
ば
み
ら
い
に

　
有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
！

　
市
で
は
新
た
な
財
源
の
確
保
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
広

報
つ
く
ば
み
ら
い
へ
の
有
料
掲
載
広

告
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
紙
に
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
内
全
域
に
効
率
的
に
周

知
さ
れ
、
宣
伝
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
会
社
や
個
人
商
店
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
資
格
＝
市
内
に
住
所
ま
た
は

　
事
業
所
、
も
し
く
は
店
舗
を
有
す

　
る
方

■
広
告
掲
載
期
間
＝
平
成
22
年
４
月

　
～
９
月
の
発
行
号
（
原
則
毎
月
第

　
３
木
曜
日
発
行
）

■
申
込
受
付
＝
２
月
25
日
㈭
～
定
数

　（
毎
号
６
枠
）
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
。

■
申
込
方
法
＝
申
込
書
に
必
要
な
事

　
項
を
記
入
し
原
稿
を
添
え
て
、
広

　
報
発
行
日
の
約
１
カ
月
前
ま
で
に

　
伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課
へ
直
接
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

（
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ

か
詳
し
い
こ
と
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課
☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
０
２
）

　

　
　

広  告  料
■半枠　10,000円/月
□全枠　20,000円/月

規　    格
■半枠　縦45mm×横  89mm
□全枠　縦45mm×横182mm
　　　※色はブラック１色

掲載位置
および枠数

・市が指定するページの最下段
・半枠指定換算で最大６枠／月

問
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
開
発
行
為
等
に
関
す
る

指
導
要
綱
の
一
部
改
正

　
こ
れ
ま
で
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
集
合

住
宅
を
建
築
す
る
際
に
は
、
指
導
要

綱
に
よ
る
市
と
の
事
前
協
議
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
近
年
、
集
合
住
宅
の
建
築
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
集

合
住
宅
を
建
築
す
る
際
の
規
定
を
追

加
し
、
よ
り
良
い
居
住
空
間
を
確
保

す
る
た
め
に
、
指
導
要
綱
の
一
部
を

改
正
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
駐
車
場
・
駐
輪
場
・

ゴ
ミ
置
き
場
等
の
設
置
に
つ
い
て
事

前
協
議
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。  

　
本
年
4
月
1
日
以
降
、
集
合
住
宅

の
建
築
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

事
前
に
都
市
計
画
課
建
築
指
導
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
施
行
期
日
＝
平
成
22
年
４
月
１
日

　
㈭

　 

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
８
１
６
３
）

問
申

問
申

問
申

　
午
後
３
時 

▼
場
所
＝
常
陽
銀
行
伊
奈
支
店

　 

常
陽
銀
行
年
金
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
９ 

︲
３
０
０
︲
２
８
４
４

問　
3
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

農
業
委
員
会
各
種
申
請

12－広報つくばみらい２月号（No.47）－

　
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
主
な
活
動
＝
春
季
大
会
（
４
月
17

　
日
㈯
抽
選
会
）・
秋
季
大
会
、
県

　
軟
連
取
手
支
部
大
会
（
東
日
本
・

　
国
体
・
高
松
宮
・
天
皇
杯
各
予
選
）、

　
そ
の
他
各
種
大
会

▼
登
録
料
＝
１
チ
ー
ム
年
間
１
万
円

【
審
判
員
】

▼
対
象
＝
年
齢
問
わ
ず
や
る
気
の
あ

　
る
方

▼
活
動
＝
各
種
野
球
大
会
審
判
、
審

　
判
講
習
会

▼
登
録
料
＝
無
料

      
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
☎
58
‐ 

４
０
０
５

野
球
連
盟
代
表
　
稲い
な
ば葉
☎
０
９
０
‐

３
０
４
７
‐
５
９
６
８

▼
申
込
方
法
＝
市
商
工
会
伊
奈
事
務

　
所
へ
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書
を
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

▼
申
込
期
限
＝
３
月
10
日
㈬
午
後
５

　
時

▼
面
接
試
験
＝
申
込
受
付
終
了
後
、

　
後
日
連
絡
し
ま
す
。

　      

つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工

会
・
伊
奈
事
務
所
（
〒
３
０
０
‐

２
３
４
１
　
福
田
６
７
１
番
地
２
）

☎
58
‐
１
７
０
０

▼
勤
務
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉

　
課

▼
時
給
＝
8
４
０
円
　
※
通
勤
手
当

　
別
途
支
給

▼
申
込
先
＝
伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課

　
へ
電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

▼
申
込
期
限
＝
３
月
５
日
㈮
午
後
５

　
時

▼
面
接
試
験
＝
申
込
受
付
終
了
後
、

　
後
日
連
絡
し
ま
す
。

 

　
　 

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課
☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
２
）

募

集

し

ま

す

情
報

お知らせ
Information－ －

申 ･･･ 申し込み先 ･･･ 問い合わせ先問

申
問

問

市
臨
時
職
員
募
集

問

　
　
□
■
児
童
福
祉
課
□
■

◎
募
集
職
種
＝
一
般
事
務
（
簡
単
な  

   

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
）

▼
勤
務
内
容
＝
事
務
補
助
（
書
類
の

　
受
付
・
入
力
）

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
勤
務
日
＝
月
曜
～
金
曜
日
（
祝
日

　
等
を
除
く
）

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

　
後
５
時
15
分

▼
雇
用
期
間
＝
４
月
１
日
～
平
成
22

　
年
６
月
30
日

◎
募
集
職
種
＝
商
工
会
臨
時
職
員

▼
勤
務
内
容
＝
一
般
事
務

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
応
募
資
格
＝
簿
記
３
級
程
度
の
知

　
識
と
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・

　
エ
ク
セ
ル
）
の
で
き
る
方
で
、
普

　
通
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る
方

▼
勤
務
日
＝
原
則
と
し
て
月
曜
～
金

　
曜
日
（
商
工
会
休
館
日
を
除
く
）

　
※
休
日
出
勤
有
り

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

　
後
５
時
15
分
※
時
間
外
勤
務
有
り

▼
雇
用
期
間
＝
４
月
１
日
～
平
成
23

　
年
３
月
31
日
（
勤
務
状
況
に
よ
り

　
延
長
有
り
）

▼
勤
務
場
所
＝
伊
奈
事
務
所
お
よ
び

　
谷
和
原
事
務
所

▼
時
給
＝
８
４
０
円
※
通
勤
手
当
別

　
途
支
給

市
商
工
会
臨
時
職
員

募
集

軟
式
野
球
参
加
登
録

お
よ
び
審
判
員
募
集

【
野
球
チ
ー
ム
】

▼
対
象
＝
高
校
生
以
上
で
原
則
市
内

【
利
用
期
間
】
4
月
１
日
～
平
成
23
年
３
月
31
日

【
申
し
込
み
期
間
】
３
月
８
日
㈪
～
随
時
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　（
土
・

　
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
申
込
方
法
】
谷
和
原
庁
舎
農
政
課
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
伊
奈
庁
舎
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　  

つ
く
ば
み
ら
い
市
家
庭
菜
園
設
置
組
合
（
谷
和
原
庁
舎
農
政
課
内
）

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
５
４
）

　
園
芸
に
興
味
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
家
庭
菜
園
の
新
規
入
園
者
を
募

集
し
ま
す
。

  

【
菜
園
場
所
】
板
橋
（
五
反
田
）・  

  

弥
柳
・
谷
井
田

【
募
集
区
画
】
若
干
数

【
入
園
条
件
】
市
内
在
住
の
方

【
入 

園 

料
】
年
間
５
０
０
０
円

【
耕
作
面
積
】
１
区
画
50
㎡

※
１ 

世
帯
３
区
画
ま
で
利
用
可

つ
く
ば
み
ら
い
市
家
庭
菜
園
新
規
入
園
者
募
集

申問
申
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　市では、市の基本的な計画などを策定しようとするときに、事前に素
案を公表し、市民の皆さんからご意見を伺い、寄せられたご意見を考慮
して最終案をつくります。
　今回は、次の案件へのご意見を募集します。

聴かせてください！

 あなたの 意見
【
意
見
を
提
出
で
き
る
方
】

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

が
、
意
見
を
提
出
で
き
ま
す
。

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

・
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を

　
有
す
る
方

・
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に

　
勤
務
し
て
い
る
方

・
市
内
の
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
方

・
市
に
対
し
て
納
税
義
務
が
あ
る
方

・
計
画
（
案
）
に
利
害
関
係
を
有
す

【
閲
覧
お
よ
び
意
見
募
集
期
間
】

　
次
の
期
間
内
に
、
計
画
（
案
）
の

閲
覧
・
配
布
（
有
償
）
お
よ
び
意
見

募
集
を
行
い
ま
す
。

・
２
月
20
日
㈯
～
３
月
20
日
㈯
（
閉

　
庁
日
も
可
）

※
募
集
期
間
終
了
後
、
募
集
結
果
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
担
当
課
で
公

表
し
ま
す
。
　

【
閲
覧
で
き
る
場
所
】

　
次
の
場
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
伊
奈
庁
舎
　
市
民
窓
口
課

・
谷
和
原
庁
舎
　
都
市
計
画
課

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.tsukubam

irai.lg.jp/

sec/hisyo-koutyou/pabkom
e/09.htm

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
閲
覧
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
意
見

提
出
用
紙
を
、
都
市
計
画
課
ま
で
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
閲
覧
場

所
へ
直
接
持
参
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

（
〒
３
０
０
︲
２
４
９
２
　
つ
く

ば
み
ら
い
市
加
藤
２
３
７
）　
☎
58

︲
２
１
１
１
（
内
線
８
１
６
３
）
FAX 

52
︲
６
０
２
４

　
る
方

　区域指定制度とは、市街化調整区域の新た
な開発許可制度です。指定された区域内では、
集落の出身要件等を問うことなく、住宅など
一定の用途であれば、建築物を建てることが
できます。
　市では、平成16年６月に谷和原地区の指定
を済ませており、今回の案は、伊奈地区の区
域指定をするものです。

【つくばみらい市区域指定(伊奈地区)（案）】
案件名

説 明 会  を行います
　今回、下記指定対象集落の一部
を区域指定するにあたり、制度の
概要および指定するエリアについ
て、説明会を行います。

◆日時＝３月14日(日)午前10時
◆場所＝伊奈公民館大ホール
◆指定対象地区
　青木、豊体、山谷・弥柳、新戸、
谷井田北９区、外記新田、山王新
田、上島・中島、下島、伊丹、東
地区、塙・久保、新山、鎌田、板
橋、上中宿、愛宕、愛宕住宅、高波、
花田久保、狸穴・高岡

谷和原庁舎都市計画課
☎58-2111（内線8163）

問

区域指定(伊奈地区)に関する

　
市
で
は
、
若
い
世
代
の
方
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
認
知
症
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
（
ウ
ィ
ズ
）
～
あ
な
た
と
一

緒
に
～
」
を
合
言
葉
に
し
て
、
認
知
症
の
方
や
ご
家
族
を
孤
立
さ
せ
な
い

た
め
に
、地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

みんなを支える  推進部隊 で地域力を高めよう！ 認
知
症
に
な
っ
て
も

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち 

を
目
指
し
て
！

　
65
歳
以
上
の
方
が
、
約
５
人
に
１

人
以
上
い
る
本
市
。
こ
の
超
高
齢
社

会
に
伴
い
、
認
知
症
患
者
の
増
加
が

予
測
さ
れ
、
市
民
の
方
の
認
知
症
に

対
す
る
不
安
を
軽
く
で
き
る
よ
う
、

対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
は
、
茨
城
県
が
実
施
し

て
い
る
「
認
知
症
地
域
支
援
体
制
構

築
等
推
進
事
業
」
の
モ
デ
ル
地
域
と

し
て
選
定
を
受
け
、
市
独
自
の
認
知

症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
の
期
間
は

平
成
22
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
取
り
組
み

を
進
め
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

  

　
伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
２
）

　コーディネーターで組織する「みんなと取り組み隊」を軸
に、推進部隊（組織）を結成して認知症対策に取り組みます。

問

～合言葉は「ＷＩＴＨ（ウィズ）」～あなたと一緒に～

みんなと取り組み隊
（コーディネーターの設置）

…市、地域包括支援セン
ターおよび社会福祉協議会
から選出したコーディネー
ターが、部隊間、地域およ
び関係機関との連携を図っ
ていきます。

マップ作り隊（地域資

源マップ作成）…認知
症に関する地域資源
の情報を収集・整理
し、「地域資源マップ」
を作成します。今後、
マップ作りを行うボ
ランティアを募集す
る予定です。

認知症？伝え隊（知

識啓発事業）…認知
症がどんなものかを
よく知っていただく
ため、キャラバン・
メイト（認知症？伝
え隊）が「認知症サ
ポーター養成講座」
を行います。

地域見守り隊（徘徊

ＳＯＳネットワーク）…
認知症などによる徘
徊を早期発見するた
めのネットワークを
作ります。今後、地
域の目になるボラン
ティアを募集する予
定です。

一緒に考え隊（認知症相談

窓口の設置）…昨年９月
より、毎月２日を「認知の
日」とし、地域包括支援セ
ンターが中心となり、各地
域の集会所で相談窓口を開
いています。開催地域には
回覧等でお知らせしていま
す。

家族支え隊（介護家

族支援事業）…認知
症の方を介護してい
るご家族を支える取
り組みを進めていき
ます。
具体的な対策を現在
検討しています。

14－広報つくばみらい２月号（No.47）－

  
乾
燥
肥
料
を

お
譲
り
し
ま
す  

▼
受
付
場
所
＝
①
新
大
利
根
橋
有
料

　
道
路
管
理
事
務
所
☎
０
２
９
７
︲

　
７
８
︲
５
９
９
１
（
料
金
所
隣
）

　
②
茨
城
県
道
路
公
社
　（
水
戸
市
）

▼
受
付
時
間
＝
①
午
前
９
時
～
午
後

　
７
時
②
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後

　
１
時
～
５
時

※
そ
の
他
＝
払
い
戻
し
方
法
（
郵
送

等
）
の
詳
し
い
こ
と
は
、
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

茨
城
県
道
路
公
社
・
業
務
管
理

室
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
１
１
３
１

http//w
w

w
.i.road.or.jp

▼
日
時
＝
３
月
６
日
㈯
午
後
０
時
30

　
分
～

▼
会
場
＝
世
代
ふ
れ
あ
い
の
館
（
神

　
生
５
３
０
）

▼
講
師
＝
守も
り
や
ま山

　
弘
ひ
ろ
し

さ
ん
（
里
山
博   

    

士
と
し
て
著
名
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
主
催
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市
都
市
農

村
交
流
協
議
会

　 

谷
和
原
庁
舎
農
政
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
８
１
５
６
）

問

４
月
１
日
か
ら
新
大
利
根
橋

有
料
道
路
通
行
料
金
が
無
料

に
な
り
ま
す

    

都
市
農
村
交
流

　  

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　
地
域
づ
く
り
や
農
村
の
活
性
化
の

き
っ
か
け
を
探
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

問

市文化協会では、文化振興事業の一環として映画会を開催します。

 期　日　３月20日㈯       

    ◆対象＝市内在住の方
 ◆会場・上映時間
☆きらくやま世代ふれあいの館
　　 開 場　午前９時30分
　　上 映　午前10時～

☆谷和原公民館
　     開 場　午後０時30分
　     上 映    午後１時～
　
　  

市文化協会事務局（谷和原庁
       舎生涯学習課内） 
       ☎58‐2111(内線8215）

入場無料

つくばみらい市文化協会主催

【主なストーリー】   
　ある日、ニューヨークの自然史博物館にいた展示物から元警備員の
ラリーに電話が入る。その前日、展示物たちはワシントンにある世界
最大の博物館スミソニアンの倉庫に移送されたが、不思議な力をもつ
『魔法の石板』が一緒に運び込まれてしまったために、新たな博物館
であらゆるものが生き返ってしまったというのだ。
　新たな魔法により、古代エジプト王がよみがえると、ナポレオンや
マフィアを従え世界征服に向けて大暴走！
　ラリーは伝説の女性パイロット・アメリアと共にライト兄弟の飛行
機に乗り込み、リンカーンの石像やアインシュタイン人形を味方につ
け、仲間とともに立ち上がった！

　
新
大
利
根
橋
有
料
道
路
（
取
手
市

戸
頭
～
柏
市
布
施
下
２
・
４
㎞
）
が
４

月
17
日
㈯
か
ら
無
料
化
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
先
立
ち
、
４
月
１
日
㈭
か

ら
16
日
㈮
ま
で
は
、
特
別
開
放
期
間

と
し
て
全
車
種
通
行
料
金
が
無
料
に

な
り
ま
す
。

▼
回
数
券
払
戻
期
間
＝
２
月
１
日
㈪

　
～
６
月
30
日
㈬
（
土
・
日
・
祝
日

　
を
除
く
）

　
こ
れ
ま
で
、
乾
燥
汚
泥
肥
料
の
申

問

○
寝
た
ば
こ
は
、
や
め
ま
し
ょ
う

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か

　
ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
し
ま
し
ょ
う

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

　
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し

　
ょ
う

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用

　
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

　
た
め
、燃
え
に
く
い
製
品
（
防
炎
）

　
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

○
火
災
を
小
さ
な
う
ち
に
消
す
た
め

　
に
、
消
火
器
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方

　
を
守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体

　
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

◎
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
、
絶
対
に

　
や
め
ま
し
ょ
う

　 

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署
☎
58
︲

０
１
１
１

消 え る ま で　 ゆ っ く り 火 の 元　 に ら め っ 子　【 ３ 月 １ 日 ～ ７ 日 は、 春 季 全 国 火 災 予 防 運 動 で す 】

問 ３
月
１
日
～
７
日
は

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

で
す

問

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
き
）

▼
受
付
期
間
＝
３
月
10
日
㈬
～
12
日

　
㈮ 

※
定
例
総
会
は
、
3
月
23
日
㈫
の
予

　
定
で
す
。

　  

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事
務

局
☎
58
︲
２
１
１
１
（
内
線
８
１
２
０

～
８
１
２
２
）

営
業
時
間
を
変
更
し
ま
す

問

込
を
一
時
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

３
月
１
日
㈪
か
ら
申
込
・
受
付
を
再

開
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
水
処
理
セ
ン

タ
ー
ま
で
直
接
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
か
ら
よ
り
多
く
の
皆

さ
ま
に
お
譲
り
で
き
る
よ
う
、
一
戸

当
た
り
３
袋
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
申
込
多
数
の
場
合
は
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　 

下
水
道
課
☎
52
︲
３
９
３
９

～
関
東
鉄
道
常
総
線
～

　
小
絹
駅
・
南
守
谷
駅
・
稲
戸
井
駅
・

西
取
手
駅
の
４
駅
に
お
い
て
、
２
月

16
日
か
ら
窓
口
の
営
業
時
間
を
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　
な
お
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
の
間
は
、
駅
係
員
が
不
在
と
な

り
ま
す
。
当
時
間
帯
の
お
問
い
合
わ

せ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
改
札
口
お
よ

び
券
売
機
脇
に
備
え
付
け
の
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
利

用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
変
更
後
の
窓
口
営
業
時
間
＝
午
前

　
６
時
30
分
～
10
時
・
午
後
４
時
～

　
８
時
　

　 

関
東
鉄
道
㈱
水
海
道
駅
☎
22
︲

０
４
５
３

問

　ご参加ください映画会

ナイトミュージアム２上映
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図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

図
書
館
だ
よ
り

図書館休館日
      3月  1日㈪ ８日㈪

  　　  15日㈪ 21日㈰ 

           22日㈪ 29日㈪

           31日㈬

読み聞かせ会（虹の会）
      3月13日 ㈯

　　 午後２時

　　 ３歳ぐらいから

   おはなし会
      3月27日㈯

        午後２時

        ３歳～ 7歳くらい

   開館時間
　  午前10時～午後６時

   図書館へのお問い合わせ

　   ☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

◆ ◆ ◆　今月のおすすめ本　◆ ◆ ◆

『ゆきのひは  あつい あつい』 
いわむら かずお／作

至光社

 『同期』

   今
こ ん の

野 敏
びん

／著
   講談社

　
警
視
庁
捜
査
一
課
の
刑
事
に
異
動
し
た
宇う
だ
が
わ

田
川
亮り
ょ
う
た太

は
、公
安
に
異
動
し
た
同
期
の
蘇そ

が我
和か
ず
ひ
こ彦

と
再
会
す
る
。

探
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
蘇
我
と
食
事
を
共
に
す
る

が
、
数
日
後
彼
が
懲
戒
免
職
に
な
っ
た
こ
と
を
知
る
。

そ
の
う
え
殺
人
の
容
疑
者
に
な
っ
て
い
た
。
友
を
案
じ

る
宇
田
川
に
壁
は
厚
い
。

　
雪
の
日
は
寒
い
？
こ
り
す
の
ぱ
ろ
・
ぴ
こ
・
ぽ
ろ
は

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
喜
び
で
雪
遊
び
に
挑

戦
。
お
父
さ
ん
も
手
伝
い
、
し
ま
い
に
は
お
母
さ
ん
ま

で
。
元
気
な
こ
り
す
と
父
母
の
家
族
が
紡
ぎ
出
す
温
か

く
楽
し
い
話
で
心
が
和
む
絵
本
。
春
夏
秋
冬
の
六
冊
シ

リ
ー
ズ
の
一
冊
。

２００９年　人気のあった本 ベスト３
　昨年、小説や小説以外でよく読まれている本についてまとめてみました。小説以外には、
実用書が読まれていましたので、読書を日々の生活の中にも、うまく取り入れている方が多
いようです。
順位 小説 著者

１  聖女の救済 東
ひがし

野
の

  圭
けい

吾
ご

２  告白 東
ひがし

野
の

  圭
けい

吾
ご

   

３  ガリレオの苦悩 東
ひがし

野
の

  圭
けい

吾
ご

順位 健康 著者

１
免疫力がぐんぐん高

まる大百科
落
おち

合
あい

　敏
とし

２ 脳を生かす仕事術 茂
も

木
ぎ

   健
けん

一
いち

郎
ろう

３
「脳にいいこと」だけ

をやりなさい！
マーシー・シャイモフ

順位 絵本 著者

１
しろくまちゃんの

ホットケーキ
わかやま　けん

２ かおかおどんなかお わかやま　けん

３ こぐまちゃんありがとう わかやま　けん

順位 園芸 著者

１ 野菜づくり大図鑑 藤
ふじ

田
た

　智
さとし

２
やさしい鉢花・洋ラン

づくり
江
え

尻
じり

　光
こう

一
いち

３
図解・花木、庭木１００の剪

定のコツ
船
ふな

越
こし

　亮
りょう

二
じ

順位 料理 著者

１
幸せ料理研究家こうちゃんの

ご飯がススム！幸せおかず
相
あい

田
だ

　幸
こう

二
じ

２ ラクチン！食費節約のキホン 主婦の友社

３ 手づくりのおいしいおつまみ 井
いの

上
うえ

　由
ゆ

香
か

理
り

順位 読み物 著者

１ ハリー・ポッターと死の秘宝　下 Ｊ．Ｋ．ローリング

２ ハリー・ポッターと死の秘宝　上 Ｊ．Ｋ．ローリング

３
かいけつゾロリのきょうふの

カーレース
原
はら

　ゆたか

じゃあ
、

読もう
！

　
今
年
は
国
民
読
書
年

で
す
。
　
　
　
　
　
　

「
じ
ゃ
あ
、
読
も
う
！
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
よ
う
に
、「
じ
ゃ
あ
、

図
書
館
へ
」
と
足
を
運

ん
で
、
読
書
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

16－広報つくばみらい２月号（No.47）－

保 健 だ よ り保 健 だ よ り

※健診などの詳しい内容は、「健康管理予定表」をご覧ください。

○子どもの健診・教室など
事業名 期　日 時　間 対　象

３～４カ月児健診  17日㈬ 午後１時～２時 平成21年12月生
１歳６カ月児健診  ８日㈪ 午後１時～２時 平成20年８月生
２歳児歯科健診 ４日㈭ 午後１時～２時 平成20年２月生
３歳児健診  １日㈪ 午後１時～２時 平成19年１月生

プレママ教室(予約制)   18日㈭
午前９時30分～正午

妊　婦
午後１時15分～４時

離乳食教室(前半)   16日㈫
（予約制）

午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け
離乳食教室(後半) 午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け
ひよこ広場(ピヨピヨ組)※

23日㈫ 午前10時～ 11時30分
１カ月～８カ月児と保護者

ひよこ広場(コッコ組) ９カ月～ 12カ月児と保護者

会場：谷和原保健福祉センター

※ピヨピヨ組は、谷和原公民館が会場です。

日　　時 会　　場
移　    動
健康相談

（予約不要）
４日㈭

午前９時30分～ 11時30分 日川中公民館

こころの
健康相談
（予約制）

10日㈬
午後１時30分～３時30分

谷和原保健福祉
センター

保健カレンダー ( ３月）
○相　談

健康増進室のご利用案内
●火～土…午前９時～午後８時30分
●日曜日…午前９時30分～午後７時30分　　　
　　　　　（月曜日休室）
●料　金…１回あたり100円（免除制度あり）
※初めて健康増進室を利用する場合は、事前に「健
康増進室利用講習会    」を受けてください。

ご利用ください！

講習・教室 期  日 開始時間 使用料

健康増進室
利用講習会

（１時間30分程度）

    2日㈫  午前９時

無料 10日㈬  午後６時30分
 13日㈯  午後１時
 21日㈰  午後１時

ミ
　
ニ
　
教
　
室

肩こり・
腰痛体操

（40分程度）

   3日㈬

 午前11時 100円
 10日㈬
 17日㈬
 24日㈬

チューブ運動

（30分程度）

   4日㈭

 午前11時 100円
 11日㈭
 18日㈭
 25日㈭

バランスボール

（１時間程度）

   5日㈮

  午前11時 100円
 12日㈮
 19日㈮
 26日㈮

【３月スケジュール】
※１

◎ミニ教室　 の使用料には、健康増進室使用料を含みます。

申

※２

※１健康増進室利用講習会
●対象者＝市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定員＝各日８人（予約制）
●申し込み方法＝電話または窓口で直接お申し込みくだ
　さい。申し込みは、本人、家族のみです。
※２ミニ教室
●対象者＝健康増進室利用講習会を受けたことのある方
●定員＝各日20人（予約制・定員になり次第締め切り）
●申し込み方法＝電話でお申し込みください。申し込み
は、本人、家族のみです。（都合により、休講または変更
する場合があります。
＜申込期間＞２月25日㈭から受け付けます（土日祝日
を除く）。午前８時30分～午後５時15分

健康増進課☎25-2100

健 康 増 進 室

期　日 時　間 会　　場

８日㈪
午前９時30分～正午 谷和原庁舎
午後１時30分～４時 ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱｸﾗﾓﾁ谷和原店

11日㈭
午前９時30分～正午 JA茨城みなみ本所
午後１時30分～４時 ドラッグてらしま伊奈店

○献　血 ◆皆さまのご協力をお願いします◆

　

婦
人
科
検
診
（
集
団
）
の

　
　
　
　
　
追
加
検
診
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

推
進
事
業
」
と
し
て
、
昨
年
９
月
に

該
当
年
齢
の
方
に
、
子
宮
頚
が
ん
・

乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
検

診
を
無
料
で
受
診
で
き
る
ク
ー
ポ
ン

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
、
３

月
末
日
で
す
。
お
持
ち
の
方
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
乳
が
ん
検
診
は
、
年
齢
に
よ
り
検
診

項
目
が
異
な
り
ま
す
。

※
検
診
当
日
、
ご
希
望
の
方
は
「
骨

密
度
測
定
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
自

己
負
担
額 

２
０
０
円
）

　
本
年
度
の
婦
人
科
（
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
）
集
団
検
診
は
、
２
月
を

最
後
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
要
望
に
お
応
え

し
て
、
３
月
に
追
加
検
診
を
行
い
ま
す
。

　
受
診
を
済
ま
せ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ク
ー
ポ
ン
券
利
用
は
３
月
末
ま
で
に

３/12㈮

●
実
施
日
＝
３
月
12
日
㈮
（
当
日
の

　受
付
時
間
は
正
午
～
午
後
１
時
。

　検
診
項
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

●
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
申
込
期
間
＝
２
月
22
日
㈪
～
３
月

　
1
日
㈪ 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
　

　（
土
日
除
く
）

●
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

①
申
し
込
み
専
用
電
話

　
☎
　
‐
２
９
８
３

②
健
康
増
進
課
窓
口
　
※
本
人
ま
た

　
は
同
一
世
帯
の
み
受
け
付
け
可
能

　

肝
炎
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

▼
時
間
（
各
回
30
分
）
＝
①
午
後
２

　
時
～
②
午
後
２
時
30
分
～
③
午
後

　
３
時
～
④
午
後
３
時
30
分
～

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
肝
炎
お
よ
び
肝
炎
治
療
に

　
関
す
る
相
談

▼
定
員
＝
各
回
１

　
人
（
先
着
順
）

▼
対
象
者
＝
肝
炎

　
治
療
者
、
住
民

　
検
診
要
医
療
者

　
な
ど

▼
相
談
医
＝
対つ
し
ま馬

　
健け
ん
す
け祐
医
師
（
き

　
ぬ
医
師
会
病
院

　
副
院
長
）

▼
申
し
込
み
方
法

　
＝
２
月
22
日
㈪

　
か
ら
３
月
３
日

　
㈬
ま
で
に
、
健

　
康
増
進
課
へ
電

　
話
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

　  

健
康
増
進
課

☎
25
︲
２
１
０
０

申

３/ ４㈭

に
っ
こ
り

つ
く
ば
み
ら
い

25

　
肝
炎
は
、
放
置
す
る
と
肝
硬
変
・

肝
臓
が
ん
へ
移
行
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
病
気
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

▼
期
日
＝
３
月
４
日
㈭
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　　 水道漏水修理当番（３月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番

になっていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号

１ 月 原信田建設㈱ 58 - 0018 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
２ 火 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈱豊島産業 52 - 3335
３ 水 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲福新設備工業 52 - 5011
４ 木 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲川口商事 52 - 3286
５ 金 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲片見設備工業 52 - 5804
６ 土 成島建設㈱ 58 - 1131 常陸管工 52 - 5579
７ 日 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈱新みらい 34 - 1088
８ 月 ㈱山田組 58 - 2351 谷原建設㈱ 52 - 2298
９ 火 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷口設備工業 52 - 2619
10 水 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常磐興業㈱ 52 - 2203
11 木 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常総土木工業㈱ 52 - 5357
12 金 いなほ工業㈱ 58 - 0382 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
13 土 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱豊島産業 52 - 3335
14 日 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲福新設備工業 52 - 5011
15 月 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲川口商事 52 - 3286
16 火 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲片見設備工業 52 - 5804
17 水 原信田建設㈱ 58 - 0018 常陸管工 52 - 5579
18 木 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈱新みらい 34 - 1088
19 金 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷原建設㈱ 52 - 2298
20 土 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷口設備工業 52 - 2619
21 日 松本工業㈱ 58 - 2187 常磐興業㈱ 52 - 2203
22 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
23 火 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱豊島産業 52 - 3335
24 水 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲福新設備工業 52 - 5011
25 木 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲川口商事 52 - 3286
26 金 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲片見設備工業 52 - 5804
27 土 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常陸管工 52 - 5579
28 日 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈱新みらい 34 - 1088
29 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷原建設㈱ 52 - 2298
30 火 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷口設備工業 52 - 2619
31 水 松本工業㈱ 58 - 2187 常磐興業㈱ 52 - 2203

火災・救急統計

●火災発生件数
　  建 物
　  車 両
　  そ の 他
　  計

●救急出動件数
　  交通事故
　  急　　病
　  そ の 他
　  計

1月分
1件

　0件
1件
2件

　

1月分
13件
95件

　22件
130件

22年分
1件

　0件
1件
2件

22年分
13件
95件

　22件
130件

保 育 料　　　３ 月 分

児 童 ク ラ ブ　　　３ 月 分

水 道 使 用 料　　　１ 月 分

下 水 道 使 用 料　　　１ 月 分

下水道使用料(取）※　　　1 2 月 分

住 宅 使 用 料　　　３ 月 分

地 代　         ３ 月 分

☆納期限は
　　　　３月31日(水)です。
　※（取）：取手地方広域下水道組合

３月の納税など

　
善
意
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

       

　（
1
月
受
領
分
）

　
　
　  

　
　
　
　
匿
　
名
　           

　
　
　
　
３
万
円

　
　
　
　
　
　
　  

匿
　
名         

　
　
　  

５
０
０
０
円

    　
　
　
　
　
　

   

市
長
1
月
の
動
静
（
1
月
1
日
～
31
日
）

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公

開
し
ま
す
。

４
日
㈪
＝
仕
事
始
め
式
、
常
総
衛
生
組
合
仕
事
始
め
式
、
庁

　
　
　
　
議

５
日
㈫
＝
県
関
係
機
関
新
年
あ
い
さ
つ
、
常
総
地
方
広
域
事

　
　
　
　
務
組
合
管
理
者
会

７
日
㈭
＝
明
日
の
地
域
づ
く
り
新
春
の
集
い

10
日
㈰
＝
市
消
防
出
初
め
式
、
市
成
人
式

12
日
㈫
＝
関
東
鉄
道
㈱
役
員
来
訪

14
日
㈭
＝
霞
ヶ
浦
用
水
建
設
推
進
協
議
会
正
副
会
長
会
議
、

　
　
　
　
常
総
地
方
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

15
日
㈮
＝
市
商
工
会
賀
詞
交
歓
会

17
日
㈰
＝
つ
く
ば
三
師
会
合
同
新
年
会

18
日
㈪
＝
市
高
年
ク
ラ
ブ
研
修
会
・
新
年
会
、
常
総
衛
生
組

　
　
　
　
合
管
理
者
会

19
日
㈫
＝
県
市
長
会

20
日
㈬
＝
予
算
査
定

21
日
㈭
＝
予
算
査
定

22
日
㈮
＝
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
、
予
算
査
定
、
第
18

　
　
　
　
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
会
議

24
日
㈰
＝
市
消
防
団
幹
部
会

25
日
㈪
＝
予
算
査
定

26
日
㈫
＝
予
算
査
定
、
利
根
川
水
系
県
南
水
防
組
合
管
理
者

　
　
　
　
会

27
日
㈬
＝
入
札
、
取
手
市
外
２
市
火
葬
場
組
合
管
理
者
会

28
日
㈭
＝
予
算
査
定
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
５
市
首
長
会
議

29
日
㈮
＝
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
事
務
局
来
訪
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谷 和 原 庁 舎             ７日・21日

伊 奈 庁 舎           14日・28日

開庁時間：午前８時30分から正午まで

業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）

 【税務関係】　

　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車
　車検用納税証明書などの発行
　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参
　の場合のみ）の収納

 【住民関係】

　 戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、印
　 鑑登録および印鑑証明書などの発行

※住民票の異動（転入・転出など）および、外国人
の登録・証明書発行などの手続きはできません。

問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8114）

 

　     
　◎法律相談（弁）（司）
　　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
　◎心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時

　　予約・問い合わせ先
  　　 ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）　
　　　☎ 57 - 0123

市社会福祉協議会心配ごと相談（３月）

行　政　相　談（３月）

教　育　相　談（３月）
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・友人関係・
受験・カウンセリングなど何でも結構ですのでご利用く
ださい。来所相談のほか、電話相談も受け付けています。

　●伊奈公民館
　日　時　毎週水曜日　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
     ※31日㈬は休みになります。
　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）
　※30日㈫は休みになります。
　

●相談員　羽
は

田
た

　暁
さとる

　さん

　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えにく

い」「郵便ポストが近くにない」など、困っていることはあ

りませんか？　こんなとき、行政相談委員にご相談ください。

　日　　時　３月11日(木)
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　　所　谷和原保健福祉センター　懇談室
　　また、随時相談を受け付けています。
　　問い合わせ先　行政相談委員　
　　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎58 - 0676　下平柳828 - 3

　  3月 2 日㈫　法律相談(弁)… 保健福祉センター

　　　 ９日㈫　法律相談(弁)… すこやか福祉館

　　　16日㈫　法律相談(司)… 保健福祉センター

           17日㈬　心配ごと相談… すこやか福祉館

　　　　〃　　 心配ごと相談… 保健福祉センター　　

　　　24日㈬　法律相談(弁)…すこやか福祉館

 日曜日開庁のお知らせ（３月）

消 費 生 活 相 談　
　市消費生活センターでは、商品やサービスなど消費生活
全般に関する苦情や問い合わせを専門の相談員が受け付け
ています。消費生活についてのトラブルに巻き込まれたり、
迷ったりしたときには、お気軽にご相談ください。

　日　時　毎週月～金曜日  午前９時～正午、午後１時～４時30分
　　　　　※祝日・年末年始は除く
　場　所　市消費生活センター（谷和原庁舎１階）　
　　　　　☎ 25 - 3288（センター直通）
　　　　　FAX 57-2288 

       休日当番病院（３月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

３月7日㈰ 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

14日㈰ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

21日㈰ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

22日㉁ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

28日㈰ 水 海 道 さ く ら 病 院 常総市 0297-23-2223

小児科救急当番病院（３月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総 合 守 谷 第 一 病 院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

    
                     　 くみとり

業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-58-3566

旧谷和原全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   

根柄を除く）

板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関　東　商　事  ㈱
029- ８36-3007

板橋（高岡を除く）

東（足高）三島（戸茂・戸崎・根柄）
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未来のメジャーリーガーの誕生だ！

＊�見学は自由ですが、活動施設の状況により活動時間が変更となる場合がありますので、

見学にお越しの際は各団体責任者までお問い合わせください。

　市スポーツ少年団野球部は、谷井
田・板橋・豊体・小絹・谷原（十和・
福岡含む）を中心に５チームで協力・
連携し、元気に活動しています。
　選手は、小学１年生から６年生ま
で幅広く在籍しています。最近では、
各チームが積極的に市外の団体との
交流を深め、低学年からでも数多く
の大会に参加できるようになり、試
合に出られる機会が増えてきていま
す。
　多くの指導者も積極的に野球教室
や講習会に参加し、練習方法を工夫
して外部との交流を深めるととも
に、父母の方々の協力も大切です。

　こうした中、選手たちもあいさつ
や礼儀をきちんと学びながら、一生
懸命、練習に取り組んでいます。
　練習は土・日・祝日を中心に各チー
ムで異なりますが、随時入団可能で
すし、見学や体験も大歓迎です。
　また、練習や試合だけではなく、
バーベキューやボウリングなどのレ
クリエーションも行い、団員や父母
の親睦を深めています。
　近年、女子プロ野球チームも発足
し、女子の参加も増えてきています。
恥ずかしがらずに参加してみてはい
かがですか？興味をお持ちの方は、
気軽にグラウンドに来てください。

問 　　　スポーツ振興室
　　　☎ 58- 4005

いっしょに汗を流そうよ！いっしょに汗を流そうよ！
市スポーツ少年団特集

少年野球部

チーム名 活動場所 活動時間（毎週） お問い合わせ先

豊ナインズ
伊奈養護学校校庭

豊小学校校庭

土曜日：午前８時～午後５時
日曜日：午前８時～午後５時

原
はらだ

田�源
げんのすけ

之助
☎58�-�2508

小絹ゴールデンズ 小絹小学校校庭
土曜日：午前９時～午後４時
日曜日：午前９時～午後４時

吉
よしだ

田�泰
ひろあき

昌
☎52�-�1012

谷井田スターズ 谷井田小学校校庭
土曜日：午前８時30分～午後４時
日曜日：午前８時30分～午後４時

加
かとう

藤�浩
ひろ し

史
☎58�-�8657

板橋ファイターズ 板橋小学校校庭
土曜日：午前８時～正午
日曜日：午前８時～午後５時

豊
とよしま

島� 豊
ゆたか

☎57�-�0266

やわらメッツ 谷原小学校校庭
土曜日：午前９時～午後３時
日曜日：午前９時～午後３時

河
かわぐち

口� 慎
まこと

☎52�-�2550


